








































程度修飾の副詞 x 02 



























言語科学論集第 19号 2015年 21 
影山 (2012) にあるように「時間の推移によって展開(発生・継続 ・ 終了)する出来事や



















本稿では主に静的状態を話題にして検討するが、以下は「状態」という 20 1寒い JI穏
やか」などの状態を表す文はいわゆる属性叙述文であるが、属性叙述文とは「時聞が
経過しても展開することなく、恒常的に持続する性質(属性)を述べる文(影山2012








ここでは「寒いJ を例に考えてみ よ う 。形容詞の特殊性でもあるが、話し手が100は
寒い」と発話する際に、それは100Jの属性を規定するとともに、話し手の評価をも
表している 。 こういった属性と評価が同時に存在する状態では度合の差とも言うべ



















うのは数えられるものにかぎる 。 よって、可算的である 。量と数の区別は、量は数値を
明示しないのに対して、数は数値を明示にする 。例えば、ミカン 100個があるとする 。
100個というのは数の表現で、「ミカンがたくさんある」の「たくさん」は量の表現とな
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る 。 ここでは鶴田氏に習い「分離量」と「連続量」と呼ぶことにする 。両者に関して鶴田











量は「単位」を用いて梨や酒という対象 (いわゆる内項) を計量するのである 。それを
スケールに書くと図3になる 。
ミカンがア舗ある



















































言語表現 外 内 開始限界点
スケール スケール スケールに関する
項 項 そのもの の種類 必要の要素
動作 。 どL 。 。 開放 ﾗ 
数量修飾 ﾗ 。 。 。 開放 単位
状態 ﾗ 。 ﾗ 。 閉鎖 ﾗ 
















(1998) 、仁田 (2002) などを参照されたい。
「より」はいくつかの意味があるが、今回の調査では比較の基準を表す「より J を採
用する 。比較の基準はスケール上では開始限界点に相当するからである 。









さて、調査は表3に示す条件でI~ より ( は )+副詞」のフレーズを抽出する 。 この抽
出の仕方では述語の品詞を限定しないため、形容詞文や動詞文、名詞文などさまざま
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表4
..  修飾の副鯛 券常に とても 大変 纏めて すこぶる ごく
ヒット件数 。 10 13 3 2 
比較用法の数 。 5 3 。
形容悶述語の比較用法 。 3 2 。
名飼述t置の比較用法 。 。 。 。 。
動飼述1置の比較用法 。 2 。 。
あまり 著し〈 なかなか はなはだ 合計 司隠含
ヒット件数 17 。 4 。 50 100覧
比較用法の数 2 。 。 15 30首
形容籾述絡の比較用法 2 。 。 10 20% 
名詞述語の比較用法 。 。 。 。 2覧
動問述1置の比鮫用法 。 。 。 。 4 8首
敏量修.の削鯛 たくさん いっ 1まい たっぷり ふんだんに どっさり 大野
ヒット件数 30 4 。 。 6 
比較用法の数 1 。 3 。 。 6 
形容飼述1置の比較用法 。 。 。 。 。 。
名飼述語の比較用法 3 。 。 。 5 
動飼述籍の比較用法 8 。 2 。 。
たんまり ごっそり 巴 合齢 '時台
ヒット件数 。 。 41 100略
比較用j去の数 。 。 20 49覧
形容飼述椅の比較用法 。 。 。 0略
名飼述語の比較用法 。 。 9 22首
動飼述語の比較用法 。 。 1 27略
ヒ ッ トされた例文の う ち、比較マーカー として用いるもののほかに、そうでないも





しない。よって、「より OOJの例も排除する。 (10) I何より」は最高級の表現で、似たよ
うなものは「誰より」などがあるが、このような用例も排除する。
(8) 美人というよりはとても可愛い感じの女優である。 (Yahoo! ブログ)
(9) 蚕をかけ合わせることで、より長くたくさんの糸をとろうとしてきた効率だけ
の時代から、糸の性質を見極め、使い手の求める糸を作ろうとする動きが、生ま













































(純粋程度の副詞:非常に) (cf.(ll) ) (cf. (4)) 
数量修飾の副詞 。 。
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